


市が示した基本戦略の一つである

「和光北インターチェンジ周辺の活性化」における
本地区の今後のまちづくりについて

●本地区の都市計画の考え方・方向性

●今後の都市計画に関するスケジュール

市民の皆様へ説明させていただき、ご意見を伺うもの



①　本地区の都市計画の考え方・方向性

②　今後の進め方     　 　



①本地区の都市計画の考え方・方向性



令和２年度に策定された
市の総合的な指針を示す

『第五次和光市総合振興計画』
の一部抜粋

本地区を
住宅地・自然環境にも配慮した

産業拠点として
地域の活性化を図りたい

基本戦略の一つである
和光北インターチェンジ周辺の活性化

の範囲内に本地区は位置している



産業地での利用
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住宅地での利用



幹線道路整備に伴う
地域分断対策の検討
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環境的な
緩衝方策の検討

※検討中のイメージです



②今後の進め方



地域の活性化のための都市計画の検討内容

●建築物が建てられるようにする
●土地利用（産業や住宅）の範囲を定める
●地区の整備の方法を定める
●地区での細かなルール（高さや防火性など）を定める

これらの内容（都市計画）について、

自然環境や地域の分断対策等を考慮しながら、今後検討案を示し

意見をいただきながら決定していく
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都市計画に関する住民説明会本日の説明会



●都市計画の決定、地域分断対策等に関すること

　　　和光市　建設部　都市整備課　計画担当

　　　　〒351-0192　和光市広沢1番5号

　　　　電話　048-464-1111（内線2249）

●土地区画整理事業に関すること

　　　和光市　建設部　都市整備課　区画整理担当

　　　　〒351-0192　和光市広沢1番5号

　　　　電話　048-464-1111（内線2223）

  【都市整備課メール：e0100@city.wako.lg.jp】





●都市計画の検討内容の補足説明資料①

建物を建てられるようにする＝　『市街化編入』とは

市街化調整区域から市街化区域に変更することです。

市街化区域…すでに市街地を形成している区域又は概ね10年
以内に優先的かつ計画的に市街化すべき区域。

市街化調整区域…市街化を抑制すべき区域として、宅地開発な
ども原則として認められない区域。

　

市街化区域

（着色されている）

市街化調整区域

（未着色）
土地利用や建築等が
制限されている



●都市計画の検討内容の補足説明資料②

土地利用の範囲を定める＝　『用途地域』とは

それぞれの地域特性にあわせて、お互いに守るべき最低限の土地
利用規制（建築物の用途制限等）を行うものです。

都市計画図では、それぞれの地域（工場や住宅や商業）を地図
の色で示してあります。

住宅としての土地利用
を示す用途地域

産業（商業・工業）
としての土地利用
を示す用途地域



●都市計画の検討内容の補足説明資料②

地区の整備の方法とは　＝　『土地区画整理事業』等とは

一定規模の地区についての整備手法のひとつです。

地区の区画を整理し、各々の土地の一部から道路や公園などの
公共施設を整備し、各土地を整形化することで価値を高めます。

土地区画整理事業

（イメージ）



●都市計画の検討内容の補足説明資料④

土地利用の細かなルールを定める

　＝『防火準防火地域』、『高度地区』、『地区計画』とは

一定の耐火性能の建築物のみを建築可能にしたり、

建築物の高さの上限を定めたり、敷地面積の最低限度などの

細かなまちづくりのルールを定める手法です。

地区計画

の策定イメージ


